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1. はじめに 
斜面災害の中でも大規模な地すべりは、安定対策に膨大な費用を要する。地すべり対策の中で、経済的な工法

は地下水排除工であるが、粘土質の難透水性地盤では、一般に水抜き効果は期待できない。そこで、地盤から

積極的に水を排出する工法の一つに電気浸透工法がある。 
本研究は、模型実験として粘土地盤の上部より給水しながら下部の電極を敷設した水抜き孔より排出

させ、電流を流すことにより電気浸透工法を再現し、その排出効果と地盤の強度変化を追跡した。 
2. 実験概要 
図-1 の実験土槽に粘性土を締固めて地盤を作成

し飽和させた後に、土槽の上部から水を補給し、

下部の水抜孔から排出させる定水位状態とした。

これまでの実験結果 1)から、電気浸透による排水作

用は陰極側に効果が大きいことが確認されたのに

基づき、排出パイプは陰極のみとし、この時パイ

プにはフィルターを二重に巻き、プラチナ製電極

をらせん状に設置した。陽極は銅棒を用い地盤に

深さ 5cm,10cm,15cm,で差し込んだ。負荷させる電

圧は 100V とした。ケースは電極棒の差し込み位置

を変えて行った。 
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図-1 模型実験装置の概要 
3. 実験結果と考察 
3.1 排出量について 

図-2 排出量の経時変化 

している。これは、地盤内の水分子が陰極側の排出パイプに集積されたためと考えられる。 
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 図-2 は陽極棒の挿入深さに関する陰極側排出量の経時変化を示したもので、(a)は Case1,(b)は Case2 の結

果である。縦軸は、一時間あたりの排出量を表した。図-2 より、地盤内に通電すると陰極側の排出量が増加

 (b) Case2 
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3.2 出量の増加率について 
た。 

より、地盤内

のケースにお

断試験をおこない地盤強

験のまとめとして以下の２点が挙げられ

流を負荷させることで、陰極側の排出量は最

大

、

地

) 
・奥園他：電気浸透工法

 排

排出量の増加率を次式で定義し

図-3 は、陽極棒の挿入深さに関する排出量の増加率

通電直前の排出量

の経時変化を示したものである。図-3
通電すると排出量が最大で 80%増加していることが

わかった。また、平均的にはほとんどのケースで 10%
以上の増加となることがわかった。 
 陽極棒の差し込み深さが、深くなると増加率は大

きくなると考えられたが、図-3 からど

いても深さ 10cm がもっとも有効であり、深さ 15cm
は効果があまり見られなかった。これは電気浸透作

用の、有効範囲が要因だと考えられる。 
3.3 地盤強度について (a) Case1 
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通電前と後にベーンせん

度の変化を測定した。図-4 は、各ケースに関する地

盤強度の変化を示したものである。ここで図-4 は、

地盤内に電流を負荷したことにより、地盤の強度が

増加していることがわかる。これは、地盤内に電流

が流れることによって、地盤内分子が電気分解する

ことにより陰極側、陽極側ともに、土粒子の結びつ

きが高まり地盤の強度が増加すると考えられる。 
4. まとめ 
 今回の実

る。 
(1)電
で 80％近く、平均でも 10%以上の増加を示した。

また、陽極棒の差し込み深さは 10cm 程度がもっと

も有効であることがわかった。 
(2)ベーンせん断試験の結果より
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図-3.2 排出量増加率の経時変化(陰極側) 
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図-3.1 排出量増加率の経時変化(陰極側) 

 各ケースの地盤強度 図-4

(b) Case2 

 

盤の強度はどのケースについても

増加することがわかった。 
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